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あなたは今，こんな状況にあり

ませんか？ 「決めてくれない上

司にイライラする」，「何度教えて

も覚えてくれない実習生に失望し

てしまう」，「他職種の人が非協力

的でうまくいかない」，「臨床実習

の学生が何も質問してくれない」，

「院内業務改善のリーダーに指名

されたが，できるか不安」，「研究

会の発表がまわってくるのが怖

い」等々．本書は，このような職

場の人間関係にストレスを感じは

じめた臨床経験 3年くらいからの

セラピスト，作業療法科の主任，

はたまた職場で「長」が付きはじ

めた人々のために解決の方策やヒ

ントを与えてくれる．

副題に「25 の事例」とあるが，

ストレスを抱えた脳が拒否しない

よう，読みながら……「ある，あ

る，それで？ そうかあ�……そ

うかもしれない� 明日やってみ

ようかな !!!」と気軽に読めること

が本書の特色で，25 事例のすべて

が，悩みと対応策，コーチング思

考，行動のヒント，そして，さら

にもう一歩，の順で書かれたハ

ウ・ツー本である．

まず，序章では，職場の良好な

人間関係を築くための「�コーチ

ング思考�とは？」が紹介されて

いる．それも，スポーツのコーチ

ではなく，相手の特性を活かしな

がら最適な答えを自分自身に気づ

かせるためのサポートと知れば，

自ずと次章を読みたくなるという

ものである．第 1 章は，7 事例に

ついて，�人の言動には必ず理由

がある�ことを前提に，目の前で

起きていることを理解するうえで

の視点の変え方に関する 7つのヒ

ントが書かれている．次いで，第

2章のタイトル，「過度な期待がい

らだちを生む」では，思わず夫の

顔が浮かび……反省させられた．

第 3 章，「相手を知ればストレス

が減る」で登場する臨床実習生の

2 事例は，一人でも多くの実習指

導者に読んでいただきたい．本書

では，実習生が何も質問をしない

ときの彼らの思いを，「質問って

言われても，一度にたくさんのこ

とを説明されて，何が何だかわか

らないのに……」と代弁し，指導

者は，実習生が質問しないという

現象面を問題視することなく，そ

もそも臨床実習の目的が何かをも

う一度考えてみてほしい，と説く．

つまり，実習の目的は質問をして

もらうことではなく，体験を通し

て「必要なことを正しく学習して

もらうこと」であり，そのために

指導者としてあなたができること

に視点を移してみては？ と助言

している．第 4 章，「自分の中の

勇気を呼び覚ます」では，コーチ

ング思考は実践してこそ意味があ

ることを再認識できると思う．

著者らは，臨床経験 30 年のベ

テラン ST（現在は教育に従事）

の小薗真知子氏，国際コーチ連盟

認定プロフェッショナルコーチの

井原くみ子氏，そしてアークス＆

コーチング代表の櫻田 毅氏で，

保健医療専門書にありがちな小難

しさ感（失礼�）がないことも嬉

しい．

職場の関係がギクシャクすると

き，「自分が相手を許せば楽にな

る�」ことをあらためて本書は気

づかせてくれる．
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人間関係が楽になる
医療・福祉現場のコミュニケーション
コーチング思考で�人�を理解するための 25 の事例

小薗真知子，井原くみ子，櫻田 毅（著)

書 評

（帝京平成大学，作業療法士)

菊 池 恵美子

©
M

IW
A

-S
H

O
TE

N
 L

td
, 2

01
6

2026/09/15 12:47:53




